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＜パウダーコーティング誌編集委員会よりのお見舞いとお知らせ＞ 

 

 いつも本誌をご購読賜り誠に有難うございます。 

 2024 年新年号発刊にあたり、1 月 1 日に発生いたしました能登半島地震によりお亡くなりに

なった方のご冥福と被災された方々に対しお見舞い申し上げます。 

 依然 1.5 万人の方が避難されている状況が続いており、一日も早い復旧と復興ができますよ

うお祈り申し上げます。 

 

 なお、本誌掲載の巻頭言については昨年 12 月にご寄稿いただいたものですので、本震災に触

れた記述はございませんが、そのまま掲載させていただいていますこと、ご理解賜りますよう

お願い申し上げます。 

パウダーコーティング誌 編集委員会 
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新年のご挨拶

日本パウダーコーティング協同組合
理事長　長谷川　智久

巻 頭 言

　新年あけましておめでとうございます。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　2024 年が皆様にとりまして良き年となりますよう
心より祈念申し上げます。
　平素は、当組合の活動にご理解をいただき、格別の
ご高配を賜り感謝申し上げます。
さて、2020 年 2月 1日に新型コロナウイルス感染症
が指定感染症となってから、2022年 5月 8日に「5類
感染症」に移行しするまで長期にわたり日本経済を停
滞させた新型コロナウイルス感染症パンデミック問題
は終息には至らないまでも、経済活動の正常化に向け
てスタートを切りました。
　当組合も対面での開催を見送っていた賀詞交歓会、
通常総会を一昨年の第 26回より対面で実施すること
ができ、会員相互の交流も再会できたことは喜ばしい
ことです。
　一方で、2022 年 2月 24日に始まりましたロシアに
よるウクライナ侵攻は、民主主義国各国の支援もあり、
予想以上に長期化しており世界経済においては、原油、
食料、半導体分野など広範囲に影響を及ぼしています。
また、新型コロナウイルス感染症パンデミックの鎮静
化過程における、欧米各国と日本の金利政策の違いに
起因するところが大きい、2022 年初頭からの急激な
円安の進行が相まって値上げラッシュになっているこ
とは、企業経営に対し大きな影響を与えています。
　2023 年 10 月の IMFの世界経済成長率の予測は、
2022年の 3.5％から 2023年は 3.0％、2024年は 2.9％へ
鈍化する見込みで、過去 20年（2000 ～ 19 年）の平
均である 3.8％を大きく下回ります。先進国の成長率
は、政策の引き締めの影響が出始める中、2022 年の
2.6％から、2023 年は 1.5％、2024 年は 1.4％へ鈍化す
る見込みとされていますが、ハマスの奇襲から始まっ
たイスラエルとの戦争は、多くの犠牲者を出しながら
も、歴史的背景もあり長期化、複雑化して行く可能性
が懸念され、世界の経済成長率の足を引っ張る可能性

は否めません。
　このような世界情勢の中で、温対法（地球温暖化対
策の推進に関する法律）やライフサイクルアセスメン
ト (LCA) に対するデータ提供等が、自動車業界を中
心に要求されており、対応を迫られ始めています。こ
れは国内自動車メーカーの考えが、カーボンニュート
ラル達成のためには、EV同様に走行中にCO2を出
さない自動車の動力源である、水素エンジンや合成燃
料等の技術開発を進めるという手段もあり、ライフサ
イクルアセスメント（LCA）全体を踏まえた自動車
作りが重要であるとの考えかたは、カーボンニュート
ラル＝EVという欧州を中心とした考えに対抗するも
のです。
　当組合としても、この要求への対応のご参考となる
ような記事をパウダーコーティング誌に掲載したり、
粉体塗装研究会セミナーでのご講演いただく内容の選
択を行い実施しています。微力ではございますが貢献
できればと思っています。
　また、引き続き工業用焼付塗料分野において溶剤型
塗料から環境に優しい塗料・塗装方法である粉体塗料・
粉体塗装の切り替えを進め、対環境面で大いに意義あ
る協会活動を進めて参る所存です。塗料メーカー各社
様もHAA（ヒドロキシアルキルアミド）硬化型に加
え新硬化系で低温化を達成されており、VOCを含ま
ない環境に優しい塗料として、市場より注目を集め、
粉体化が進むものと期待しております。とは言いまし
ても当組合のみでは力不足でありますので、一般社団
法人日本塗料工業会様、一般社団法人国際工業塗装高
度化推進会議様、日本工業塗装協同組合連合会様、日
本塗料商業組合様等関連団体様との連携強化により、
顧客や関係各省へのPRを進めてゆきたいと考えてい
ます。
　最後になりましたが皆様のご健康、ご発展とご多幸
を心より祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きま
す。
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新年のご挨拶

日本工業塗装協同組合連合会
会長　髙𣘺　正

巻 頭 言

　令和6年新春を迎え謹んでお慶び申し上げます。
　平素は日本工塗連の事業運営にあたり、関係省庁並
びに関係団体の皆様をはじめ関係各位の格別のご支援
ご厚情を賜わり厚く御礼申し上げます。
　昨年はようやく新型コロナが５類相当となり国内の
活動も活発になり、海外からの旅行者も円安の影響も
あり、コロナ禍前の 2019 年を上回る訪日観光客数と
なりました。一方で私たち工業塗装業界は、ロシアの
ウクライナ侵攻による資源・エネルギー高の影響をも
ろに受け、価格転嫁は認めて貰えたものの、転嫁を認
めて貰うまでの負担は私たち自身がなおも背負ったま
まであり、簡単には取り返せないのが実情です。一昨
年 11月頃から全般的に受注量が低迷し、現在に至っ
ており、一日も早い経済対策の実施を望んでおります。
また私たち中小企業では政府の要請どおりに賃金を上
昇させるのも容易ではありません。社員の生活を守る
のは経営者の務めであると認識しておりますが、ない
袖はふれないというのが現状です。私たち規模の事業
者では現在の資源高によるインフレに対応するだけの
余力が乏しく、今こそオール日本で窮地を挽回し、一
人ひとりが豊かな生活を享受できる施策を行ってもら
うよう切に願っております。
　そのような中でも、私たち日本工塗連では、最大課

題でもある人材確保と後継者の育成、更には、組合員
増強による工業塗装業界の連帯を目的に、「工業塗装
ともの会」を発足しました。その中で組合員が抱える
様々な課題を共有化し、その解決方法を皆で見出そう
とする座談会も 13回を数えるに至りました。座談会
では、職場環境、価格転嫁、外国人労働者、SDGsな
どその時々の重要な課題をテーマとして議論がなされ
ました。
　一方、昨年は理事会、総会もリアル出席方式に重き
を置くこととなり、4年ぶりとなる全国大会も愛知県
で多くのご来賓、招待の皆様など総勢 145名のご出席
をいただき、華やかに開催することができました。ま
た、将来を担う若手後継者の集まりであるジュニア会
も九州で開催され、工場見学後の意見交換会や懇親会
を通してお互いの連帯を強めることができました。
　最後に、本年も各地区では、若手の塗装技術者の技
能向上を目的とした塗装技能コンクールや工場見学
会、勉強会など組合員の役に立つ多くの事業に取組む
所存でございますので、関係官庁及び関係団体の皆様
からのご支援をお願いするとともに、関係各位のます
ますのご隆盛をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせ
て頂きます。
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新年のご挨拶

一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議
理事長　坂井　秀也

巻 頭 言

　新年あけましておめでとうございます。
　日本パウダーコーティング協同組合の皆様におかれ
ましては、2024 年の新春をお健やかにお迎えになら
れたことと心よりお喜び申し上げます。また、弊会の
活動に日頃より多くのご指導ご支援を賜り厚く御礼申
し上げます。
　最近の吉報は、藤井聡太棋士や大谷翔平選手にみ
られるように若い世代の記録更新が、世界中の話題
となる個の活躍があります。また、69年続いてきた
モーターショーも昨年からは移動をテーマとしたモビ
リティショーに変わり、21世紀の変革が動き始めて
います。その実現には、持続可能な開発目標をベース
とした利便性や快適性の高度化を生みだす科学技術の
多面的な活用が必要不可欠な存在であり、情報共有化
による開発成果が望まれています。塗料・塗装分野に
おいては、社会貢献度の高い塗膜はサステナブルな高
付加価値技術として長い歴史により評価されておりま
す。さらなる技術の高度化により、その存在を高めて
いくことが求められています。
　緊迫している地球環境問題は、世界共通目標として
SDGs励行も行われておりますが、気候変動がもたら
している世界の平均気温上昇も昨年末に 1.4℃となり、
ゆでガエルのリスク回避策である『1.5℃の約束』に
対する実行動が注視されております。後戻りできない
脱炭素への展開には、新たな原材料やエネルギーの代
替技術をはじめ新発想による技術開発が進められてお
ります。この避けられない大きな転換期では、今まで
の主産業におけるものづくりも新素材や新プロセスの
採用の高まりにより、塗装レスも一部表面化しており
ます。
　IPCOも参画しておりますコーティングコンソーシ
アム：CoCoは、「塗料・塗装による価値を発信するため、
業界の繋がりを図る」「業界外には認知の向上を、業
界内には自信と誇りを醸成する」「行政を含む窓口と
なるべく、先進事業に取り組む」を行動目的の鼎とし

ています。CoCoはカーボンニュートラル推進として
LCAに着目し、2023 年には「CO2 排出量に関わる意
識調査アンケート」に取り組み、工業塗装専業者のご
理解とご協力をいただき、貴重なデータ集計を公表い
たしました。この流れは塗料・塗装の関連団体に情報
発信されて、今後の事業活動へのスタートを得ること
ができ、IPCOの業務推進にも大きな力となりました。
　IPCOのネットワーク事業としても、会員増加によ
る協業化も進んでおり、各分野の繋がりを展開してお
ります。サポートエンジニアリングとして異分野から
の技術協力も現場改善対応として採用されておりま
す。特に、工業塗装においては、人手不足や環境課題
などのピンチをチャンスに変えるべく IPCOが提案し
ておりますロスコストや革新技術そして環境改善など
のテーマに着手されて先進企業に変身されることを期
待しております。
　また、IPCOではリカレントなどのカレッジ構想に
も挑戦しており、本年から「製品設計者の塗装講座」
を高度ポリテクセンターにて実施します。一部の積極
的な塗装専業者からは提案型取引も見られますが、工
業塗装事業所の多くは受託加工のため、発注元からの
塗装スペックによって作業されており、環境適応型塗
料類や被塗物の最適プロセスの採用をしたくてもなか
なか実現せずにおります。このような受発注段階での
情報交換活動が、塗装の存在を高める取り組みとなる
よう対応してまいります。
　塗料業界においても「世界コーティング協議会
（WCC）」においてサステナビリティを展開しており、
このような潮流からも、国際的視野の中で立ち位置を
図ることが必要視されております。IPCOにおいても
海外における工業塗装に関する情報交流にも着手して
おります。
　最後に、この一年もみなさまのご健康と御事業のご
攻勢を祈念して、新年の挨拶とさせていただきます。




